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【１】令和５年度 中小企業等外国出願支援事業「外国出願」第２回公募開始  

  について（岡山県産業振興財団） 

【２】令和６年度全国発明表彰の募集（発明協会） 

■…━…━…━…━…━…━…━イベント情報━…━…━…━…━…━…━…■  

【３】知財教育 FD セミナー第８回『小学校中学年における著作権学習の導入事  

  例』（山口大学大学研究推進機構 知的財産センター・著作権教育 E ネット 

  ワーク） 

【４】日本弁理士会関西会×INPIT-KANSAI オンラインセミナー「営業秘密・ 

  タイムスタンプ」を開催します！（独立行政法人 工業所有権情報・研修館 

  近畿統括本部） 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■  

【５】【知財コラム】 パテントＧＯ！ 

  「ＡＩに仕事を奪われる？」 

   日本弁理士会中国会 弁理士 津田 智康 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■  

【６】J-PlatPat メンテナンスのお知らせ（INPIT） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

２．内 容 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【１】令和５年度 中小企業等外国出願支援事業「外国出願」第２回公募開始  

  について（岡山県産業振興財団） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

岡山県内中小企業等による諸外国での戦略的な産業財産権の取得に向けた外国  

出願を促進するため、外国出願に要する経費の一部を補助します。  

 

【公募期間】7/18(火)～8/2(水) 17 時まで（必着） 

【補助率および上限額】 

  補助率：補助対象経費の 1/2 以内 

  補助額：１企業に対する１会計年度内の上限額 300 万円 

  案件ごとの上限額：特許 150 万円／実用新案・意匠・商標 60 万円／ 

           冒認対策商標 30 万円 

【お問い合わせ・申請書提出先】 

  〒701-1221 

  岡山市北区芳賀５３０１（テクノサポート岡山３Ｆ） 

  公益財団法人岡山県産業振興財団 ものづくり支援部 知的財産支援課 

  （担当：美甘、末廣） 

  TEL 086-286-9711 FAX 086-286-9706 



  E-mail:gchizai@optic.or.jp 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://chizai-portal.inpit.go.jp/madoguchi/okayama/news/cat2/2_3.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【２】令和６年度全国発明表彰の募集（発明協会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

科学技術の向上と産業の発展への寄与を目的に、多大な功績を挙げた発明、考案、  

意匠、または今後大きな功績を挙げることが期待される発明などを顕彰していま  

す。恩賜発明賞をはじめ、内閣総理大臣賞、経済産業大臣賞、特許庁長官賞など  

が贈呈されます。 応募〆切：8/31（木）消印有効。 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

http://koueki.jiii.or.jp/hyosho/zenkoku/2024/zenkoku_boshuyoko.html 

■…━…━…━…━…━…━…━イベント情報━…━…━…━…━…━…━…■  

イベント情報については、以下の中国地域知的財産戦略本部 HP のイベントカレ 

ンダーを随時更新しておりますので、こちらもご活用ください。  

  

▽中国地域知的財産戦略本部 HP イベントカレンダー▽ 

https://www.chugoku.meti.go.jp/chizai/event/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【３】知財教育 FD セミナー第８回『小学校中学年における著作権学習の導入事 

  例』（山口大学大学研究推進機構 知的財産センター・著作権教育 E ネット 

  ワーク） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

山口大学は、文科省認定の知的財産教育研究共同利用拠点として、知財教育に関  

する FD・SD を広く実施しております。本セミナーはその一環として，令和４年  

度より隔月で実施しているものです。 

第８回目の FD セミナーは、著作権教育 E ネットワークと共催で、山口市立八坂 

小学校 藤田 聡希 先生に講演いただきます。大学教職員（非常勤講師含む）を 

主たる対象としていますが、大学以外の学校、企業、官公庁、個人での参加も可  

能です。特に今回は、小学校教員養成課程の大学教職員をはじめ、教職課程学生、  

小学校の先生方にも有益な内容です。 

 

【日  時】8/8(火) 16:10～17:40【締切】8/7(月) 

【会  場】オンラインによる開催（ZOOM）※申込み後ご招待 

【参 加 費】無料 

【問い合わせ】 

  山口大学 大学研究推進機構知的財産センター 

  TEL：0836-85-9942 

  E-Mail：ip_fdsd＊yamaguchi-u.ac.jp（＊を半角@に変更してください。） 

 



▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/chizai/?p=7425 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【４】日本弁理士会関西会×INPIT-KANSAI オンラインセミナー「営業秘密・ 

  タイムスタンプ」を開催します！（独立行政法人 工業所有権情報・研修館 

  近畿統括本部） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

本セミナーでは企業内のノウハウ（技術的知識・情報）の保護の重要性と、その  

方法の一つとしてタイムスタンプが有効であることを、仮想事例を通して専門家  

が分かりやすく解説します。また、タイムスタンプ導入へのヒントとして頂ける  

ようタイムスタンプサービスの種類やコストについても概観します。 

 

【開催日時】8/2(水) 14:00～16:00【申込締切】7/31(月) 17 時 

【開催形式】オンライン Live 配信（配信環境：Zoom） 

【講  師】 

 （独）工業所有権情報・研修館 知的財産戦略エキスパート 深町 裕一 氏 

  日本弁理士会関西会 弁理士 小沼 良平 氏 

【参 加 費】無料 

【定  員】100 名 ※要事前申込・先着順 

【お問合せ先】 

 (独)工業所有権情報・研修館 近畿統括本部 事業推進部 

  TEL：06-6147-2811  E-mail：ip-js01@inpit.go.jp 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.inpit.go.jp/kinki/event/20230703.html 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■  

【５】【知財コラム】 パテントＧＯ！ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・* 

企業や個人の皆様が「知的財産」に対する興味・関心を持つとともに、知識を深  

めるきっかけにしていただくことを目的に、「知的財産」に関するコラムの連載を 

しています。最前線でご活躍される弁理士の方々によるホットな情報をお届けし  

ていますので、お楽しみください。 

（日本弁理士会 中国会にご協力いただき、月２回程度配信予定です。）  

*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・* 

■□■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓  

□■□「ＡＩに仕事を奪われる？」           ┃ 

■□－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－┃  

┃ 日本弁理士会中国会 弁理士 津田 智康       ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛  

 半年ほど積読だった｢ＡＩ２０４１｣(カイフー・リー＆チェン・チウファン著)を 

やっと読みました。原著の２０２１年から２０年後の、人工知能(ＡＩ)がもたらす 



１０の未来が小説＋技術解説の形で綴られます。今年３月以降、｢生成系｣｢対話型｣ 

ＡＩに関して利点や懸念が雑誌･新聞･ＴＶ他で溢れていますが、｢未来３｣では、言  

語処理ＡＩとしてのＧＰＴ-３の能力とフェイクニュースを平気で作る等の欠陥まで 

が既に指摘されています。また、｢未来８｣の解説は“ＡＩに置き換えられる仕事”に 

触れ、著者はＡＩの苦手分野として創造性・共感・器用さの３つを挙げています。  

 特許関連の仕事はどうでしょう？例えば発明を考えると、言語処理ＡＩがあくま  

でも学習させた情報や事例に基づいて発明を説明する文章を作成する、との仕組か  

らすれば、ＡＩは現時点では｢ＡＩが発明する｣よりも｢発明のヒントとなる手掛か  

りを与えてくれる｣＝人間の創造性を助けるツール、と個人的には思います。また、  

特許出願用の明細書をＡＩと｢共同で｣作成する取組も、検索すると種々情報が出て  

きます。けれどもＡＩが出力するのは、東京大学が４月に学内向けサイトで公表し  

た｢生成系ＡＩについて｣での表現を借りれば“非常に話し上手な｢知ったかぶりの人  

物｣と話をしているような感じ”の文章です。滑らかに繋がっているけれど意味の理  

解・事実や論理の正確性が危ういかもしれない内容を、特に私の専門の化学分野で  

細部まで検証していくのは大変です。人間が創造性を発揮した結果を文章にする弁  

理士の重要な仕事は、今のところＡＩに取って代わられることにはならない、と考 

えています。 

 とはいえ、積読していた間にＧＰＴ-３．５がＧＰＴ-４にバージョンアップして 

しまうスピード感だと、２０４１年にはＡＩが｢意味を理解して文章を繋げられる｣ 

ことも、発明さえも可能なのかもしれません・・・ 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■  

【６】J-PlatPat メンテナンスのお知らせ（INPIT） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

以下の期間はメンテナンス等のため、特許・実用新案の検索機能を停止します。 

 

 7/21(金)21:00～7/24 日(月)00:00（予定） 

 （メンテナンス作業が終了次第、サービスをご利用いただけます。）  

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏  

 本メールサービスの内容等に対するお問合せ、ご意見、ご要望、また本メール  

 サービスの配信の希望、中止及び配信先の変更等はこちらへお願いします。  

 

 中国地域知的財産戦略本部事務局 

 経済産業省 中国経済産業局 地域経済部 産業技術連携課 知的財産室 

 住 所：〒７３０－８５３１ 広島市中区上八丁堀６番３０号 

 TEL：（０８２）２２４－５６８０ 

 E-mail: bzl-cgk-tokkyo アットマーク meti.go.jp 

         (お願い)上記「アットマーク」を「@」に変更してください。 

 ＵＲＬ：https://www.chugoku.meti.go.jp/chizai/mail_mz/index.html 

┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏  


